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第２回臨時会　令和４年５月20日（金）

令和4年度一般会計予算
                        5月補正額
                           　　①
                           　　②
                        予 算総額　　

1億733万8,000円
480万0,000円

1億253万8,000円
278億733万8,000円

上程された議案は、すべて可決及び同意、承認しました。

①高校生までの子どもがいる世帯等を支援するための臨時特別給付金について、離婚に
よりひとり親となった世帯であって給付金を受給していない世帯等に対する給付金の
支給に要する経費の補正。
②低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金支給事業において、新た
にひとり親世帯等に対する給付金の支給に要する経費の補正。

┐
│
┘ ┐

│
┘

★４月17日の市長選挙において深浦弘信市長が再任され、市議会議員
補欠選挙では香月孝夫議員、松尾真介議員が新たに議会に加わりまし
た。これに伴い、市長の就任挨拶、議席の変更が行われました。

★特別職の退職手当の特例に関する条例制定について、市長の現任期
中に選任又は任命された副市長、教育長及び選任された監査委員に退
職手当を支給しないという条例を制定するものです。
総務委員会での審査では、「対象を市長のみとすべき」との意見もあり
ましたが、最終的に本会議で全会一致可決となりました。

★泉秀樹副市長の任期が令和４年５月21日で満了するため、新たに
桑本成司氏（前健康福祉部長）が選任されました。泉副市長には散弾銃
射撃場の鉛除去へのアドバイスなど大変お世話になり、ありがとうご
ざいました。

★同日で任期が満了する常勤監査委員は、井関勝志氏の再任に同意し
ました。

 

第２回定例会　令和４年６月１０日（金）～２９日（水）

上程された議案のうち、一般会計補正予算の
内容の一部を修正し、それ以外はすべて可決しました。

令和4年度一般会計予算　
                         　 ６月補正額
                            予 算総額　　

17億1,621万6,000円
295億2,355万4,000円

　　　　　　　　

●削除に反対の討論：中山議員
 ・ 高齢者を表彰するのはとても良いこと
であり、反対する理由が分からない。
これまで表彰に縁遠かった人などは大
変喜ばれると思う。
 ・ 運用面において課題があるので、適切
に事業が行われるよう意見を付ける附
帯決議案を提出する。

●反対9人
加藤・西田・中山・前田（邦）・井手・
梶山・馬場・松永・前田（久）

【地域で活躍する元気な高齢者を表彰する事業
　　　　　　　　　　　　　　11万3,000円】を削除

○削除に賛成の討論：盛議員
 ・ 高齢者を敬う気持ちは変わらないが、
対象者の条件に「介護保険の要支援・
要介護の認定を受けていない者」「直近
1年間に3月以上の入院をしていない
者」とあり、人選に当たって個人のプラ
イバシーに触れる部分が大きな問題で
ある。

○賛成11人
盛・川田・山口（常）・力武・前田（敏）・
松尾（真）・香月・山口（恭）・松尾（雅）・
樋渡・笠原

●反対9人
盛・加藤・川田・西田・力武・前田（敏）・
前田（邦）・香月・松尾（雅）

【国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書】

○賛成11人
山口（常）・中山・松尾（真）・山口（恭）・
井手・梶山・馬場・松永・前田（久）・
樋渡・笠原

○事業の予算を削除する修正案が可決され、この事業は白紙に。

○意見書が可決され、国に対して意見書を送付しました。

※文教厚生委員会での審議内容については５ページへ

・海の日の意義に立ち戻り、ハッピーマンデーから外して曜日に関係なく７月20日に
　固定するよう、国会及び関係省庁に望むもの。
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伊万里・鍋島ギャラリーの
入館料が無料になります　
伊万里・鍋島ギャラリーの
入館料が無料になります　
伊万里・鍋島ギャラリーの
入館料が無料になります　

　松浦鉄道伊万里駅ビル2階にありますが、行
かれたことはありますか？より多くの市民や観
光客に見て頂くよう、常設展を無料とします。
「世界の至宝」と呼ばれる焼き物が展示されて
いますので、是非足をお運びください。委員会

では、大川内山への観光客を誘うような仕掛け
づくりを全庁挙げて行うよう要請しました。

図書館資料を増やすと共に、
Wi-Fiが整備されます　

図書館資料を増やすと共に、
Wi-Fiが整備されます　

図書館資料を増やすと共に、
Wi-Fiが整備されます　

　3月は市長選前の骨格予算だったため、図
書資料費は一部だけの計上でしたが、委員会
からの要請もあり今回増額されました。特に
障がいなどで読書に困難を抱える方々に豊か
な環境を提供するための資料が入ります。
　利用者から要望の多かったWi-Fiも会議室
などに整備されます。

学校給食センターの
状況を視察しました
学校給食センターの
状況を視察しました
学校給食センターの
状況を視察しました

　給食の提供を行いながら、夏休みを活用し

３年間かけて改修の計画が進められているた

め、改めて状況の説明を受けました。ちょう

ど食器や食缶類が戻ってきた時間帯で、お湯

を使っての作業に汗だくで取り組まれる皆さ

んのご苦労を見て、一日も早い改修が必要だ

と痛感しました。アレルギーの児童生徒への

対応も、新施設では可能となるよう進められ

ます。

（委員長）力武勝範／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／松尾真介／香月孝夫／樋渡 雅純／笠原 義久

学校や保育園の
給食費を支援します
学校や保育園の
給食費を支援します
学校や保育園の
給食費を支援します

　原油価格や物価高騰の影響により値上がり
する食材費の増額分を支援します。
　本来なら給食費を値上げしなければならな
い状況でした。国からの交付金で可能となり
ましたので、学校は材料費相当分を学校給食
運営委員会へ、私立の保育園等にも補助しま
す。（公立保育園には市から、幼稚園・認可
外保育施設等へは県から補助されます）

「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」
「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」
「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」

　要支援認定を受けてデイサービスに行って

いる方の中にも、元気にボランティア活動な

ど素晴らしい活躍をされている方がおられま

すが、要綱では対象外となってしまいます。

また年間5人の選出方法や基準にも懸念材料

が多いため、本事業の予算（11万3,000円）

を削除する修正案を提出しました。（結果に

ついては３ページをご参照ください）

補正額：資料費        1,200万円
　　　　Wi-Fi　80万9,000円

補正額：私立保育園　   1,328万4,000円
　　　　公立保育園（賄材料費）118万3,000円
　　　　小中学校                       1,531万円

【現地視察】学校給食センター
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補正額：1,103万2,000円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

　好調な市内半導体企業の事業拡大に伴い多
くの雇用が予定されており、これを機に今後
さらに移住・定住の促進を図っていきます。
　伊万里に関心のある移住希望者に、実際に
伊万里に来て日常を体感してもらうことで、
伊万里での生活をイメージしてもらい伊万里
への移住の意識を高めてもらう移住体験ツア
ーが開催されます。
　移住支援については、移住者が新築住宅又
は空き家を購入する場合や空き家をリフォー
ムする場合の「移住促進奨励金」、首都圏在
住の勤務者が移住される場合の「移住支援
金」、首都圏以外から移住される場合の「い
まり暮らしスタート支援金」が拡充されます。
　移住支援、移住体験ツアーについては、そ
れぞれの支援金額、対象者や支給要件があり
ますので、市ホームページ、市役所担当課で
ご確認下さい。

 「移住促進奨励金」において、移住者が市
内の人口減少地域の新築・空き家を購入する
場合に地域指定加算として10万円上乗せさ
れる。この地域指定加算の対象となる地域か
ら、人口が増加傾向にある立花町と二里町が
除外されているが、2町の中でも人口減少が
深刻な地域については地域指定加算の対象に
ならないのか。
 
　事業の制度内容については、5年ごとに実
施される国勢調査を基に検討する予定ですが、
地域指定加算の対象となる地域については検
討を進めていきたいと考えています。

　道路交通法施行規則の改正に伴い、本年
10月から業務で公用車を運転する市職員に
対し、アルコール検知器での酒気帯びの有無
の確認が必要となり、アルコール検知器113
個を購入されます。

 公用車の運転日誌に酒気帯びの有無の確認欄
を設けるなど、チェック体制はどうするのか。
 
 公用車の運転日誌にはすでに確認欄を設け
ており、乗車前、乗車後に第三者が目視で確
認し運転者と確認者の氏名を記入するように
しています。10月からは、アルコール検知
器の数値も記入するようにしていきます。

　昨年に引き続き一般財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業を活用して、消
防団の装備品（雨衣70着）を購入し配備さ
れます。

 配備される雨衣は、丈夫で機能性が高いも
のだが、1着が1万円以上と高額な為、各分団
に配備するのに年70着程度では何年もかか
る。長年使用する備品ではなく消耗品として
安価な雨衣にすれば、すぐにでも全分団に配
備できるのではないか。
 
 継続して配備を進めていく上で、価格や機
能性等を考えながら出来るだけ早く全分団に
配備できるよう検討し取り組んでいきたいと
考えています。

　歴史文化遺産の保護顕彰と憩いの場として
整備されている大川内山の藩窯公園で落石が
発生しており、法面の補修工事を行います。
また、展望
広場にある
老朽化が著
しい展望台
を撤去され
ます。

補正額：62万2,000円

人事管理事業人事管理事業人事管理事業

移住・定住促進事業移住・定住促進事業移住・定住促進事業

補正額：6,543万6,000円

消防団運営事業　消防団運営事業　消防団運営事業　

補正額：395万8,000円

質疑

回答

質疑

回答

質疑

回答

【現地視察】大川内山の展望広場
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状況を視察しました
学校給食センターの
状況を視察しました

　給食の提供を行いながら、夏休みを活用し

３年間かけて改修の計画が進められているた

め、改めて状況の説明を受けました。ちょう

ど食器や食缶類が戻ってきた時間帯で、お湯

を使っての作業に汗だくで取り組まれる皆さ

んのご苦労を見て、一日も早い改修が必要だ

と痛感しました。アレルギーの児童生徒への

対応も、新施設では可能となるよう進められ

ます。

（委員長）力武勝範／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／松尾真介／香月孝夫／樋渡 雅純／笠原 義久

学校や保育園の
給食費を支援します
学校や保育園の
給食費を支援します
学校や保育園の
給食費を支援します

　原油価格や物価高騰の影響により値上がり
する食材費の増額分を支援します。
　本来なら給食費を値上げしなければならな
い状況でした。国からの交付金で可能となり
ましたので、学校は材料費相当分を学校給食
運営委員会へ、私立の保育園等にも補助しま
す。（公立保育園には市から、幼稚園・認可
外保育施設等へは県から補助されます）

「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」
「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」
「地域で活躍する元気な
高齢者を表彰する事業」

　要支援認定を受けてデイサービスに行って

いる方の中にも、元気にボランティア活動な

ど素晴らしい活躍をされている方がおられま

すが、要綱では対象外となってしまいます。

また年間5人の選出方法や基準にも懸念材料

が多いため、本事業の予算（11万3,000円）

を削除する修正案を提出しました。（結果に

ついては３ページをご参照ください）

補正額：資料費        1,200万円
　　　　Wi-Fi　80万9,000円

補正額：私立保育園　   1,328万4,000円
　　　　公立保育園（賄材料費）118万3,000円
　　　　小中学校                       1,531万円

【現地視察】学校給食センター
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項藩窯公園管理事業藩窯公園管理事業藩窯公園管理事業

補正額：1,103万2,000円

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

　好調な市内半導体企業の事業拡大に伴い多
くの雇用が予定されており、これを機に今後
さらに移住・定住の促進を図っていきます。
　伊万里に関心のある移住希望者に、実際に
伊万里に来て日常を体感してもらうことで、
伊万里での生活をイメージしてもらい伊万里
への移住の意識を高めてもらう移住体験ツア
ーが開催されます。
　移住支援については、移住者が新築住宅又
は空き家を購入する場合や空き家をリフォー
ムする場合の「移住促進奨励金」、首都圏在
住の勤務者が移住される場合の「移住支援
金」、首都圏以外から移住される場合の「い
まり暮らしスタート支援金」が拡充されます。
　移住支援、移住体験ツアーについては、そ
れぞれの支援金額、対象者や支給要件があり
ますので、市ホームページ、市役所担当課で
ご確認下さい。

 「移住促進奨励金」において、移住者が市
内の人口減少地域の新築・空き家を購入する
場合に地域指定加算として10万円上乗せさ
れる。この地域指定加算の対象となる地域か
ら、人口が増加傾向にある立花町と二里町が
除外されているが、2町の中でも人口減少が
深刻な地域については地域指定加算の対象に
ならないのか。
 
　事業の制度内容については、5年ごとに実
施される国勢調査を基に検討する予定ですが、
地域指定加算の対象となる地域については検
討を進めていきたいと考えています。

　道路交通法施行規則の改正に伴い、本年
10月から業務で公用車を運転する市職員に
対し、アルコール検知器での酒気帯びの有無
の確認が必要となり、アルコール検知器113
個を購入されます。

 公用車の運転日誌に酒気帯びの有無の確認欄
を設けるなど、チェック体制はどうするのか。
 
 公用車の運転日誌にはすでに確認欄を設け
ており、乗車前、乗車後に第三者が目視で確
認し運転者と確認者の氏名を記入するように
しています。10月からは、アルコール検知
器の数値も記入するようにしていきます。

　昨年に引き続き一般財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業を活用して、消
防団の装備品（雨衣70着）を購入し配備さ
れます。

 配備される雨衣は、丈夫で機能性が高いも
のだが、1着が1万円以上と高額な為、各分団
に配備するのに年70着程度では何年もかか
る。長年使用する備品ではなく消耗品として
安価な雨衣にすれば、すぐにでも全分団に配
備できるのではないか。
 
 継続して配備を進めていく上で、価格や機
能性等を考えながら出来るだけ早く全分団に
配備できるよう検討し取り組んでいきたいと
考えています。

　歴史文化遺産の保護顕彰と憩いの場として
整備されている大川内山の藩窯公園で落石が
発生しており、法面の補修工事を行います。
また、展望
広場にある
老朽化が著
しい展望台
を撤去され
ます。

補正額：62万2,000円

人事管理事業人事管理事業人事管理事業

移住・定住促進事業移住・定住促進事業移住・定住促進事業

補正額：6,543万6,000円

消防団運営事業　消防団運営事業　消防団運営事業　

補正額：395万8,000円

質疑

回答

質疑

回答

質疑

回答

【現地視察】大川内山の展望広場
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特別委員会の紹介

地域・生活支援調査特別委員会

地域交通のあり方や移動、買い物等
の生活支援対策について調査・研究を
行う。

　委 員 長　　松　永　孝　三
　副委員長　　井　手　　　勲
　委　　員　　川　田　耕　一
　　　　　　　山　口　常　人
　　　　　　　馬　場　　　繁
　　　　　　　松　尾　雅　宏
　　　　　　　笠　原　義　久

ＤＸ推進調査特別委員会

　ＤＸ推進の現状を把握し、市民サー
ビスの充実に向けた活用の可能性につ
いて調査・研究を行う。

　委 員 長　　前　田　邦　幸
　副委員長　　香　月　孝　夫
　委　　員　　中　山　光　義
　　　　　　　前　田　敏　彦
　　　　　　　松　尾　真　介
　　　　　　　前　田　久　年
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員
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戸籍住民基本台帳事業

　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、
密集を避け来庁者の抑制を図る必要もあるこ
とから、マイナンバーカードを活用し、市役
所以外のコンビニエンスストア等で住民票や
印鑑証明書、各種税証明書等を交付できるよ
うにするためにシステムの改修が行われます。
　また、マイナンバーカードの取得、利用促
進のため、様々なサービスや利便性について
更なる周知を行い、普及促進を図るよう意見
を付けました。

市民活動促進事業

　一般社団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業（宝くじの益金）を活用して、
コミュニティ活動に必要な施設の整備に要す
る経費が補助されます。
　今回７地区から申請があり、3件の補助が
決まりました。
　自治公民館の備品整備や建て替えなど、地
域の環境整備が対象となっており、補助金で
賄われます。

（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年

コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業
コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業
コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業

地域づくり推進事業

 地域課題の解決や身近なまちづくりの実践
を行うまちづくり協議会等に対し、今年度も
55万円が交付されます。これに加え高齢者
が交流やレクリエーションを通してコミュニ
ティセンターを集いの場とするための高齢者
はつらつ事業（備品購入のため）として、追
加で20万円が交付されます。

補正額：975万円

空き家の安全確保空き家の安全確保空き家の安全確保

空家等管理促進事業

 地域には、空き家が増えています。その中
でも、周囲に悪影響を及ぼす可能性の高い危
険な空き家（特定空家）を解体するための補
助制度です。非課税世帯を対象に、解体工事
費の４／５（最大50万円）が補助されます。
　危険な空き家の所有者や地域の安全確保の
ために、事業の更なる周知を図るよう意見を
付けました。

補正額：1,294万6,000円

補正額：1,980万円

補正額：100万円

地域活動の環境を整備できます地域活動の環境を整備できます地域活動の環境を整備できます

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

住民票等が取れるコンビニのコピー機

【現地視察】工業用水の浄水処理施設
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特別委員会の紹介

地域・生活支援調査特別委員会

地域交通のあり方や移動、買い物等
の生活支援対策について調査・研究を
行う。

　委 員 長　　松　永　孝　三
　副委員長　　井　手　　　勲
　委　　員　　川　田　耕　一
　　　　　　　山　口　常　人
　　　　　　　馬　場　　　繁
　　　　　　　松　尾　雅　宏
　　　　　　　笠　原　義　久

ＤＸ推進調査特別委員会

　ＤＸ推進の現状を把握し、市民サー
ビスの充実に向けた活用の可能性につ
いて調査・研究を行う。

　委 員 長　　前　田　邦　幸
　副委員長　　香　月　孝　夫
　委　　員　　中　山　光　義
　　　　　　　前　田　敏　彦
　　　　　　　松　尾　真　介
　　　　　　　前　田　久　年
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戸籍住民基本台帳事業

　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、
密集を避け来庁者の抑制を図る必要もあるこ
とから、マイナンバーカードを活用し、市役
所以外のコンビニエンスストア等で住民票や
印鑑証明書、各種税証明書等を交付できるよ
うにするためにシステムの改修が行われます。
　また、マイナンバーカードの取得、利用促
進のため、様々なサービスや利便性について
更なる周知を行い、普及促進を図るよう意見
を付けました。

市民活動促進事業

　一般社団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業（宝くじの益金）を活用して、
コミュニティ活動に必要な施設の整備に要す
る経費が補助されます。
　今回７地区から申請があり、3件の補助が
決まりました。
　自治公民館の備品整備や建て替えなど、地
域の環境整備が対象となっており、補助金で
賄われます。

（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年

コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業
コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業
コミセンに 集って！
高齢者はつらつ事業

地域づくり推進事業

 地域課題の解決や身近なまちづくりの実践
を行うまちづくり協議会等に対し、今年度も
55万円が交付されます。これに加え高齢者
が交流やレクリエーションを通してコミュニ
ティセンターを集いの場とするための高齢者
はつらつ事業（備品購入のため）として、追
加で20万円が交付されます。

補正額：975万円

空き家の安全確保空き家の安全確保空き家の安全確保

空家等管理促進事業

 地域には、空き家が増えています。その中
でも、周囲に悪影響を及ぼす可能性の高い危
険な空き家（特定空家）を解体するための補
助制度です。非課税世帯を対象に、解体工事
費の４／５（最大50万円）が補助されます。
　危険な空き家の所有者や地域の安全確保の
ために、事業の更なる周知を図るよう意見を
付けました。

補正額：1,294万6,000円

補正額：1,980万円

補正額：100万円

地域活動の環境を整備できます地域活動の環境を整備できます地域活動の環境を整備できます

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

来年３月から ますます便利に
マイナンバーカード

住民票等が取れるコンビニのコピー機

【現地視察】工業用水の浄水処理施設
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伊万里市議会議員は来年４月で任期４年の改選となります。

改選となればよく言われることが「議員は３期12年務めれば議員年金を頂けるのでしょう、

いいですね」との話です。

以前は議員通算12年以上の方は議員年金を受給することができましたが、平成23年６月１

日、地方議会議員の年金制度廃止に伴い現在年金支給はありません。

これは平成11年時点で3,232あった市町村数が、市町村合併により平成22年３月末で1,727

と半数近くに激減し、地方議員数も大幅に減ったことから、制度の維持が困難になり、国会で

制度廃止が決定されたためです。

４月１7日に投開票された伊万里市議会議員の補欠選挙において、新たに２名の方が
当選されました。
任期は令和５年４月までの約１年間です。ここで当選された方を紹介いたします。
今回の補欠選挙の結果、議員数は定数の21名となりました。

新 議 員 紹 介

議員年金制度は平成23年に廃止されています

松 　尾　 真　介
３期目　　牧　島

会派：いまり新風会

皆さまの熱いご支援・ご支持の賜
物と、心より感謝御礼申し上げます。
以後、本市発展のため精進してまい
ります。

香　月　 孝　夫
３期目　　伊万里

会派：伊想会

「声をカタチに、声を未来へ」を
モットーに、皆さまのよき代弁者と
なり身命を賭してやりぬきたいと思
います。宜しくお願いします。

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項

１．新型コロナウイルスワクチン接種につ
　　いて
　⑴接種の現状
　⑵相談窓口
　⑶今後の取り組み
２．伊万里市障がい者生活支援センター
　　について
　⑴相談支援の現状
　⑵合理的配慮
　⑶プライバシーの保護
　⑷今後の対応
１．２期目の選挙公約について
　⑴産業都市伊万里の考え方
２．農業政策について
　⑴人・農地プランの進捗状況
　⑵耕地面積と耕作放棄地面積
　⑶水稲営農支援について
３．消防団について
　⑴防災に対する考え方と訓練等のあり
　　方について
　⑵雨衣の支給について
１．４月の選挙について
　⑴投票率等の評価について
　⑵選挙公報、投票所の氏名掲示の順番
　　について
　⑶投票時間の繰り上げについて
２．市有地について
　⑴市有地の売却について
　⑵市営住宅跡地について
　⑶今後の計画について
１．防災教育について
　⑴地域における防災教育
　⑵学校における防災教育
　⑶外国人居住者への防災教育
　⑷伊万里市における防災教育の方針

西田晃一郎

中山　光義

前田　邦幸

加藤奈津実

１．学校給食について
　⑴給食センターの現状
　⑵給食センターの改修工事
　⑶アレルギー対策
２．福祉施策について
　⑴「障がい」表記の変更
　⑵障がい者用駐車スペース
　⑶共生のための交流福祉センター
３．上水道事業について
　⑴老朽配管の更新
　⑵給水世帯急増地区の対応
４．マイナンバーカードについて
１．スクールロイヤー（学校弁護士）につ
　　いて
２．原子力災害時における関係市町との
　　連携について
３．医療的ケア児について
　⑴新年度の状況
　⑵より良い支援へ向けて
１．人にやさしい安全安心な道路について
　⑴子どもや障がい者、高齢者へ配慮し
　　た現状の取り組み
　⑵見守り（防犯）カメラの必要性
　⑶歩道整備の方針
２．ウィズコロナを見据えた伊万里市の
　　観光について
　⑴コロナ前から現在に至る観光客の推移
　⑵観光ＰＲの方法
　⑶新たな観光資源の開発
１．小・中学校でのコロナ対策について
　⑴感染症予防の指導状況について
　⑵体育授業、部活動時のマスク着用に
　　ついて
２．工業用水道の確保について
　⑴工業用水道の現況について
　⑵有田川水系での取水について
　⑶ＳＵＭＣＯ久原工場の増設への対応
　⑷浦ノ崎地区廃棄物処理用地への用水
　　確保について
３．２期目の市長公約について
　⑴子育て応援都市について
　⑵港湾都市について
　⑶デジタル都市について
　⑷ＳＤＧｓ推進都市について

井手　　勲

盛　　泰子

香月　孝夫

山口　常人

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集

一
般
質
問
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伊万里市議会議員は来年４月で任期４年の改選となります。

改選となればよく言われることが「議員は３期12年務めれば議員年金を頂けるのでしょう、

いいですね」との話です。

以前は議員通算12年以上の方は議員年金を受給することができましたが、平成23年６月１

日、地方議会議員の年金制度廃止に伴い現在年金支給はありません。

これは平成11年時点で3,232あった市町村数が、市町村合併により平成22年３月末で1,727

と半数近くに激減し、地方議員数も大幅に減ったことから、制度の維持が困難になり、国会で

制度廃止が決定されたためです。

４月１7日に投開票された伊万里市議会議員の補欠選挙において、新たに２名の方が
当選されました。
任期は令和５年４月までの約１年間です。ここで当選された方を紹介いたします。
今回の補欠選挙の結果、議員数は定数の21名となりました。

新 議 員 紹 介

議員年金制度は平成23年に廃止されています

松 　尾　 真　介
３期目　　牧　島

会派：いまり新風会

皆さまの熱いご支援・ご支持の賜
物と、心より感謝御礼申し上げます。
以後、本市発展のため精進してまい
ります。

香　月　 孝　夫
３期目　　伊万里

会派：伊想会

「声をカタチに、声を未来へ」を
モットーに、皆さまのよき代弁者と
なり身命を賭してやりぬきたいと思
います。宜しくお願いします。

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項

１．新型コロナウイルスワクチン接種につ
　　いて
　⑴接種の現状
　⑵相談窓口
　⑶今後の取り組み
２．伊万里市障がい者生活支援センター
　　について
　⑴相談支援の現状
　⑵合理的配慮
　⑶プライバシーの保護
　⑷今後の対応
１．２期目の選挙公約について
　⑴産業都市伊万里の考え方
２．農業政策について
　⑴人・農地プランの進捗状況
　⑵耕地面積と耕作放棄地面積
　⑶水稲営農支援について
３．消防団について
　⑴防災に対する考え方と訓練等のあり
　　方について
　⑵雨衣の支給について
１．４月の選挙について
　⑴投票率等の評価について
　⑵選挙公報、投票所の氏名掲示の順番
　　について
　⑶投票時間の繰り上げについて
２．市有地について
　⑴市有地の売却について
　⑵市営住宅跡地について
　⑶今後の計画について
１．防災教育について
　⑴地域における防災教育
　⑵学校における防災教育
　⑶外国人居住者への防災教育
　⑷伊万里市における防災教育の方針

西田晃一郎

中山　光義

前田　邦幸

加藤奈津実

１．学校給食について
　⑴給食センターの現状
　⑵給食センターの改修工事
　⑶アレルギー対策
２．福祉施策について
　⑴「障がい」表記の変更
　⑵障がい者用駐車スペース
　⑶共生のための交流福祉センター
３．上水道事業について
　⑴老朽配管の更新
　⑵給水世帯急増地区の対応
４．マイナンバーカードについて
１．スクールロイヤー（学校弁護士）につ
　　いて
２．原子力災害時における関係市町との
　　連携について
３．医療的ケア児について
　⑴新年度の状況
　⑵より良い支援へ向けて
１．人にやさしい安全安心な道路について
　⑴子どもや障がい者、高齢者へ配慮し
　　た現状の取り組み
　⑵見守り（防犯）カメラの必要性
　⑶歩道整備の方針
２．ウィズコロナを見据えた伊万里市の
　　観光について
　⑴コロナ前から現在に至る観光客の推移
　⑵観光ＰＲの方法
　⑶新たな観光資源の開発
１．小・中学校でのコロナ対策について
　⑴感染症予防の指導状況について
　⑵体育授業、部活動時のマスク着用に
　　ついて
２．工業用水道の確保について
　⑴工業用水道の現況について
　⑵有田川水系での取水について
　⑶ＳＵＭＣＯ久原工場の増設への対応
　⑷浦ノ崎地区廃棄物処理用地への用水
　　確保について
３．２期目の市長公約について
　⑴子育て応援都市について
　⑵港湾都市について
　⑶デジタル都市について
　⑷ＳＤＧｓ推進都市について

井手　　勲

盛　　泰子

香月　孝夫

山口　常人

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集

一
般
質
問

◆市議会ホームページから一般質問の動画が視聴できます。「伊万里市議会」で検索。
または、表紙のQRコードからご覧ください。
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集

一
般
質
問

★1  レスパイトケア：子どもや大人を介護する人に提供される一時的なケア。
　　　　　　　　　      「小休止」を意味し、「ケアする人のケア」ともいわれる。
★2  公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティ・ジャパン

質
問　

①
い
じ
め
な
ど
学
校
で
の
対
応

に
苦
慮
す
る
事
案
が
生
じ
た
際
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。
②
全
国
的

に
対
応
困
難
事
例
が
増
加
す
る
中
、
文

部
科
学
省
は
令
和
２
年
度
か
ら
「
学
校

弁
護
士
（
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
）」
を

都
道
府
県
に
導
入
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
て
い
る
。
県
で
の
設
置
を
求
め
る

べ
き
。

　
　
　

教
育
長

　

①
市
の
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
て
い

る
。
②
法
務
の
専
門
家
へ
の
相
談
が
必

要
な
機
会
が
増
加
す
る
中
で
、
初
期
対

応
の
段
階
か
ら
予
防
的
に
弁
護
士
等
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
速
や
か
な

問
題
解
決
に
つ
な
が
り
、
教
員
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
。
全
市
町
で
予
想
さ

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
県
教
委
で
の
一

括
し
た
制
度
設
置
な
ど
を
含
め
検
討
す

る
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対
応

質
問

答
弁

質
問　

①
保
育
園
、
②
学
校
、
③
避
難

訓
練
で
の
状
況
は
。
④
近
隣
で
介
護
者

の
★
１
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
を
。

　
　
　

①
、
④
健
康
福
祉
部
長
、
②
、

③
教
育
部
長

　

①
本
年
１
月
か
ら
２
園
で
２
名
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
看
護
師
や
保
育
士
の

確
保
と
受
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
課

題
。
②
小
学
校
１
校
で
受
け
入
れ
、
委

託
先
の
事
業
所
に
は
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
頂
い
て
い
る
が
看
護
師
の
派

遣
が
週
１
日
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
看
護
師
の
支
援
と
保
護
者

に
よ
る
対
応
と
な
っ
て
い
る
。
委
託
す

る
事
業
所
を
増
や
す
な
ど
、
看
護
師
確

保
の
体
制
づ
く
り
が
急
務
。
③
学
校
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
記
載
し
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
消
防
と
の
連
携
も
検
討

し
実
施
し
た
い
。
④
県
西
部
に
レ
ス
パ

イ
ト
ケ
ア
が
で
き
る
施
設
は
な
い
。
県

な
ど
関
係
機
関
と
前
向
き
に
協
議
し
て

い
き
た
い
。

質
問

答
弁

「
学
校
弁
護
士
」
の

　
　
　
　
　
　

必
要
性

質
問　

今
回
の
改
修
で
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

　
　
　

①
教
育
部
長　

②
市
長

　

①
現
在
の
設
備
で
は
対
応
が
難
し
い

が
、
今
回
の
改
修
で
特
別
調
理
室
等
を

設
置
し
、
保
護
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　

②
保
護
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く

す
る
為
、
十
分
な
準
備
を
し
、
な
る
べ

く
早
く
安
全
で
安
定
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
を
提
供
し
た
い
。

  「
障
が
い
」
表
記
の
変
更

  

に
つ
い
て

質
問　

今
回「
障
害
」表
記
が「
障
が
い
」

表
記
に
変
更
を
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度
伊

万
里
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
に

お
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
の
中
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
方
が

柔
ら
か
い
印
象
に
な
り
障
が
い
の
あ
る

質
問

答
弁

質
問

答
弁

人
か
ら
も
理
解
を
得
や
す
く
、
ま
た
行

政
に
お
い
て
も
、
少
し
で
も
理
解
や
配

慮
を
示
し
た
い
と
い
う
姿
勢
は
大
事
で

あ
る
と
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
ひ
ら
が
な

表
記
へ
改
め
る
よ
う
に
決
定
し
た
。

　
上
水
道
老
朽
配
管
更
新

質
問　

上
水
道
等
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

だ
が
老
朽
化
が
全
国
的
に
も
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
更
新
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

上
下
水
道
部
長

　

更
新
目
標
年
数
を
60
年
と
定
め
、
当

面
は
「
早
急
に
更
新
が
必
要
な
管
路
の

う
ち
、基
幹
管
路
を
中
心
に
更
新
す
る
」

こ
と
と
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
９
年
間

で
27
㎞
の
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

      質
問　

今
後
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
利

用
で
き
る
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
医
療
機
関

で
保
険
証
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
的

利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

市
に
お
い
て
は
、
住
民
票
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
各
種
税
証
明
書
が
コ
ン
ビ

ニ
で
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
も
全
国
的
な
先
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
利
用
範
囲
の
拡
大
に
努
め
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

学
校
給
食･

ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
に
つ
い
て

　
 

井
手
　
　
勲

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

  

今
後
の
利
用
で
き
る
  

手
続
き
内
容
に
つ
い
て

盛
　
　
泰
子

子どもの治療に付添う家族のため
の施設への募金箱（★2マクドナル
ド）。写真は伊万里の親子です。



11 伊万里市議会だより 第82号

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集

一
般
質
問

質
問　

感
染
症
予
防
の
指
導
状
況
は
。

　
　
　

教
育
長　

　

減
少
傾
向
で
あ
り
、
今
後
も
学
校
に

お
い
て
は
基
本
的
な
三
密
の
回
避
、
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
定
期
的
な
換

気
等
の
４
項
目
の
指
導
を
継
続
、
加
え

て
給
食
時
の
黙
食
を
続
け
ま
す
。

質
問　

文
科
省
の
指
導
に
て
、
体
育
の

授
業
や
部
活
動
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
。

　
　
　

教
育
長

　

運
動
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
充
分
な

呼
吸
が
出
来
ず
熱
中
症
、
脱
水
症
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
生
命
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
あ
る
た
め
、
各
学
校
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
工
夫
を
検
討
し
、
必

要
な
対
応
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

工
業
用
水
道
の
確
保
に
つ
い
て

質
問　

市
の
水
道
資
源
の
現
況
は
。
有

田
川
水
系
に
頼
れ
る
部
分
が
大
き
い
と

思
う
が
、
今
後
の
取
水
は
ど
う
か
。

　
　
　

上
下
水
道
部
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

近
年
、
雨
量
の
増
減
に
変
化
が
あ
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
年
間
合
計
雨
量
は

適
度
に
降
り
ま
し
た
の
で
、
ダ
ム
の
貯

水
を
利
用
し
な
が
ら
有
田
川
か
ら
の
取

水
が
出
来
て
い
る
状
況
で
す
。

  

２
期
目
の
市
長
公
約
に
つ
い
て

質
問　

市
長
は
、
１
期
目
の
積
み
残
し

を
踏
ま
え
公
約
で
４
項
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
さ
れ
た
。
市
民
の
皆
様
と
約
束
さ
れ

た
事
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

市
長

①
子
育
て
応
援
都
市
に
つ
い
て
は
、
伊

万
里
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
を
策

定
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
大
改
修
を
年
次

的
に
、
子
ど
も
、
大
人
が
楽
し
く
遊
べ

る
公
園
の
整
備
、
西
九
州
大
学
と
子
育

て
教
育
等
の
分
野
で
、
連
携
、
東
山
代

小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

の
複
合
化
、建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
港
湾
都
市
に
つ
い
て
は
、
伊
万
里
港

の
長
期
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
都
市
に
つ
い
て
は
、
企
業

委
託
型
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
事
務
系
企
業

の
誘
致
や
起
業
に
つ
な
げ
ま
す
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
都
市
に
つ
い
て
は
、

若
者
が
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
活
力

創
造
拠
点
と
な
る｢

持
続
可
能
な
都
市

伊
万
里｣

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

質
問

答
弁

小
・
中
学
校
で
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て

　
質
問　

通
学
路
の
区
画
線
等
へ
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
ま
た
緊

急
性
を
必
要
と
す
る
要
望
等
、
補
修
を

行
い
安
全
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
。

質
問　

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
配
慮
し

た
道
路
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

新
規
歩
道
は
、
道
路
構
造
令
に
基
づ

き
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
沿
っ
て
施
工
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

質
問　

路
上
等
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

市
が
把
握
し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
17
施
設
に
64
台
設
置
。

質
問　

各
地
域
の
見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ

新
設
に
関
し
て
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

設
置
希
望
に
つ
い
て
は
、
防
犯
協
会

等
と
相
談
し
な
が
ら
補
助
金
制
度
も
有

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

効
に
活
用
し
安
全
安
心
に
繋
げ
て
頂
き

た
い
。

※
設
置
費
用
に
つ
い
て
は
防
犯
協
会
補

助
制
度
（
１
台
に
つ
き
１
／
２
、
上
限

５
万
円
）

質
問　

本
町
バ
イ
パ
ス
歩
道
の
フ
ラ
ッ

ト
化
を
検
討
し
て
は
。

　
　
　

市
長

　

現
段
階
で
は
費
用
対
効
果
等
に
お
い

た
中
で
「
地
域
の
声
を
聞
く
事
も
大

切
」
で
あ
り
、
担
当
部
署
へ
そ
の
指
示

を
し
た
。

質
問　

県
内
直
近
の
観
光
客
推
移
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

県
内
市
内
共
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
等
に
よ
り
観
光
客
数
は
減
少
し
、
甚

大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

質
問　

旅
行
ト
レ
ン
ド
の
変
化
へ
の
対

応
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

観
光
振
興
再
始
動
の
年
と
位
置
付

け
、
交
流
人
口
の
回
復
や
関
係
人
口
の

創
出
に
繋
げ
る
た
め
、
大
幅
な
予
算
措

置
や
機
構
改
革
を
図
り
、

包
括
的
か
つ
総
合
的
な

伊
万
里
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
全
国
の

主
要
都
市
に
向
け
て
発

信
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

香
月
孝
夫

人
に
や
さ
し
い
安
全
安
心

な
道
路
に
つ
い
て

   
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

   
伊
万
里
市
の
観
光
に
つ
い
て

山
口
　
常
人
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水
稲
経
営
燃
料
等
高
騰
対
策
支

援
事
業
は
、
燃
料
等
の
高
騰
に
対
す
る

水
稲
農
家
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
一
過
性
の
事
業
と
し
な
い

で
、
米
価
下
落
を
起
因
と
す
る
、
水
稲

農
家
を
支
援
す
る
た
め
継
続
事
業
と
し

て
今
後
も
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　
　

市
長

　

今
回
の
事
業
は
、水
稲
農
家
へ
の「
緊

急
支
援
」
と
い
う
こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
伊

万
里
産
米
を
提
供
で
き
て
お
り
、
作
り

手
不
足
と
な
れ
ば
ふ
る
さ
と
納
税
に
も

支
障
を
き
た
す
。

　

今
後
の
米
価
や
肥
料
、
農
薬
、
燃
料

費
等
の
生
産
に
か
か
る
費
用
の
動
き
、

そ
れ
に
対
す
る
国
や
県
の
支
援
の
動
向

等
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

　
　
　

今
回
「
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
を
活
用
し
て
購
入
す
る
雨
衣
の
数

と
充
足
は
。
ま
た
、
未
支
給
団
員
に
支

給
が
完
了
す
る
計
画
年
数
は
。

　
　
　

理
事

　

昨
年
度
同
事
業
を
活
用
し
71
着
購
入

し
た
。
今
年
度
も
70
着
程
度
購
入
を
計

画
し
て
い
る
。
全
体
で
４
０
０
着
程
度

の
配
備
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
の
年

間
70
着
程
度
の
配
備
を
継
続
す
れ
ば
４

年
後
の
令
和
８
年
度
に
完
了
す
る
。

　
　
　

近
年
の
大
雨
災
害
を
考
え
た
と

き
、
未
支
給
者
に
は
一
般
財
源
を
用
い

て
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　
　

市
長

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の

皆
様
に
は
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活

動
に
従
事
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

消
防
団
へ
の
装
備
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
も
の
は
備
え
る
べ
き
だ
と
認
識
を

し
て
い
る
し
、
過
去
に
も
対
応
を
図
っ

て
き
た
。
今
後
も
消
防
団
幹
部
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
優
先
順
位
的
に
必
要

な
も
の
は
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

水
稲
営
農
支
援
を

　
　
　
　
　

継
続
的
に

　
　
　

接
種
率
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

接
種
率
は
、
１
回
目
が
84
・
６
％
、

２
回
目
が
83
・
９
％
、
３
回
目
が
70
・

２
％
。
こ
の
中
で
、
40
歳
未
満
の
接
種

率
は
50
％
を
下
回
り
、
全
国
的
な
傾
向

と
同
様
に
年
代
が
下
が
る
ほ
ど
低
く
な

る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

副
反
応
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

県
に
は
、
副
反
応
や
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
こ
と
等
を
相
談
で
き
る
専
門
的
な

窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
万
里

市
で
も
相
談
は
受
付
け
て
い
る
。

　
　
　

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

に
つ
い
て
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

本
制
度
の
相
談
窓
口
は
伊
万
里
市
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
７
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。
こ
の
内
３
件
を
国
に
申
請
し

た
。

　
　
　

今
後
の
感
染
拡
大
防
止
の
取
り

組
み
は
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

市
長

　

引
き
続
き
、
接
種
体
制
づ
く
り
を
行

い
、
円
滑
に
接
種
が
進
む
よ
う
に
取
り

組
む
。
併
せ
て
、
三
密
を
し
な
い
、
換

気
や
手
洗
い
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策

の
実
施
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

職
員
数
は
、
正
職
員
７
人
と
会
計
年

度
任
用
職
員
１
人
。
保
有
資
格
は
、
社

会
福
祉
士
、保
健
師
、相
談
支
援
専
門
員
。

　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

別
館
入
口
を
自
動
扉
に
改
修
し
て
い

る
。
ま
た
、
車
い
す
使
用
者
の
た
め
に

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
経
路
上
の
幅
員

に
一
定
の
余
裕
を
持
た
せ
て
い
る
。

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

専
用
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
は
難
し
い
。
同
じ
別
館
内
の
相
談
室

を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
環
境
整
備
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
視
点
で
利
用
し

や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

障
が
い
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

西
田
晃
一
郎

中
山
　
光
義

　

消
防
団
の

　

雨
衣
支
給
に
つ
い
て
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今
回
の
４
月
に
行
な
わ
れ
た
市

長
選
挙
で
は
、
伊
万
里
市
で
初
め
て
多

く
の
候
補
者
が
出
ら
れ
た
の
に
過
去
最

低
の
投
票
率
と
な
っ
た
原
因
は
。

　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

今
回
の
市
長
選
挙
は
候
補
者
も
４
人

と
多
か
っ
た
事
か
ら
、
選
挙
管
理
委
員

会
も
期
待
を
し
て
い
た
。
し
か
し
投
票

率
は
下
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
傾
向
で
あ
っ
た
事
か

ら
、
有
権
者
の
関
心
が
思
っ
た
よ
り
高

ま
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
分
析

し
て
い
る
。

　
　
　

告
示
の
立
候
補
届
出
の
順
番
は

本
人
が
く
じ
を
引
き
順
番
を
決
め
る

が
、
選
挙
公
報
と
投
票
所
の
氏
名
掲
示

の
順
番
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
て
い

る
の
か
。

　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

立
候
補
の
届
出
を
締
め
切
っ
た
後
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
公
正
に
く

じ
で
掲
載
順
を
決
め
て
い
る
。

　
　
　

期
日
前
投
票
も
伸
び
て
き
た
の

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

で
、
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
を
武
雄
市

の
よ
う
に
午
後
６
時
ま
で
に
す
る
事
で

結
果
が
早
い
時
間
に
分
か
る
し
、
経
費

節
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

期
日
前
投
票
の
投
票
率
は
伸
び
て
い

る
。
公
職
選
挙
法
で
は
特
別
な
理
由
が

あ
る
時
は
４
時
間
の
範
囲
で
変
え
る
事

が
出
来
る
と
あ
る
が
、
午
後
６
時
か
ら

午
後
８
時
に
投
票
者
の
９
・
２
％
の
方

が
来
て
お
ら
れ
る
。
効
率
性
だ
け
で
は

な
く
、
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

市
有
地
に
つ
い
て

　
　
　

売
却
地
の
価
格
を
値
下
げ
す
る

際
の
基
準
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

財
政
課
内
の
基
準
で
、
一
般
入
札
等

の
取
扱
い
要
領
で
定
め
て
い
る
。
入
札

を
行
っ
た
結
果
、
落
札
者
が
な
く
、
そ

の
後
に
２
回
目
以
降
は
入
札
毎
に
１
割

下
げ
、
７
割
を
限
度
と
定
め
て
い
る
。

　
　
　

市
有
地
の
売
却
地
が
広
い
場
合

は
複
数
の
人
で
買
え
る
の
か
、
ま
た
転

売
制
限
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

基
本
的
に
は
複
数
の
人
で
買
え
る
。

希
望
さ
れ
、
分
筆
し
て
売
っ
た
経
緯
も

あ
る
。
そ
れ
に
転
売
制
限
は
な
い
。
不

動
産
会
社
が
購
入
さ
れ
た
後
、
分
譲
さ

れ
た
経
緯
も
あ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

加
藤
奈
津
実

４
月
の
選
挙
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　

本
市
に
お
け
る
地
区
防
災
委
員

の
女
性
の
数
及
び
割
合
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

８
１
１
名
中
62
名
で
、
７
・
６
％
。

　
　
　

先
日
開
催
さ
れ
た
防
災
講
演
会

に
お
い
て
、
講
師
の
先
生
及
び
担
当
課

か
ら
防
災
に
女
性
の
視
点
が
必
要
と
強

く
仰
っ
た
。
区
長
会
長
会
等
で
よ
り
強

い
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

総
務
部
長

　

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

や
女
性
・
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
、
防

災
対
策
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
女
性
の
視

点
は
不
可
欠
。
今
後
も
機
会
を
と
ら
え

て
地
区
防
災
会
へ
の
女
性
参
画
の
重
要

性
を
周
知
し
て
い
く
。

　
　
　

平
成
29
年
に
改
訂
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
防
災
教
育
の

記
述
に
関
し
て
変
化
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
　

教
育
長

　

過
去
に
発
生
し
た
地
域
の
自
然
災
害

や
地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
を
想
定
し

た
学
習
な
ど
、
地
域
の
、
ま
た
自
分
事

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

と
し
て
の
学
び
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

避
難
訓
練
は
災
害
が
起
き
た
後

に
生
き
て
い
る
こ
と
が
前
提
。
そ
れ
以

前
に
生
き
の
び
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
。

自
分
の
住
む
地
域
を
知
り
、
実
情
に

合
っ
た
命
を
守
る
教
育
や
、
地
域
と
連

携
し
た
防
災
教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

教
育
長

　

実
情
に
合
っ
た
、
地
域
に
応
じ
た
学

習
が
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
地

域
人
材
の
活
用
も
是
非
や
っ
て
い
き
た

い
の
で
学
校
に
も
紹
介
し
て
い
く
。

　
　
　

本
市
は
県
内
で
も
４
番
目
に
在

留
外
国
人
の
数
が
多
い
市
で
あ
る
。
防

災
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
状
況
は
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

市
の
Ｈ
Ｐ
を
12
の
言
語
に
翻
訳
。
ま

ち
づ
く
り
課
と
黒
川
コ
ミ
セ
ン
に
多
言

語
に
対
応
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

等
、情
報
提
供
や
案
内
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

外
国
人
居
住
者
は
英
語
が
分
か

ら
な
い
方
も
多
い
と
聞
く
。
英
語
よ
り

も
や
さ
し
い
日
本
語
が
親
切
。
ま
た
、

避
難
所
の
地
図
や
、
実
際
に
行
っ
て
み

る
経
験
が
必
要
。
外
国
人
が
多
い
企
業

へ
の
出
前
講
座
を
行
う
な
ど
積
極
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

外
国
人
の
方
の
困
り
ご
と
を
受
け
、

９
月
に
防
災
講
座
を
予
定
。
出
前
講
座

の
表
現
や
手
法
も
工
夫
し
な
が
ら
企
業

へ
の
啓
発
活
動
に
も
努
め
て
い
く
。　

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

地
域
・
学
校
・
外
国
人

へ
の
防
災
教
育
の
こ
れ

か
ら

　
　
　

今
回
「
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
を
活
用
し
て
購
入
す
る
雨
衣
の
数

と
充
足
は
。
ま
た
、
未
支
給
団
員
に
支

給
が
完
了
す
る
計
画
年
数
は
。

　
　
　

理
事

　

昨
年
度
同
事
業
を
活
用
し
71
着
購
入

し
た
。
今
年
度
も
70
着
程
度
購
入
を
計

画
し
て
い
る
。
全
体
で
４
０
０
着
程
度

の
配
備
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
の
年

間
70
着
程
度
の
配
備
を
継
続
す
れ
ば
４

年
後
の
令
和
８
年
度
に
完
了
す
る
。

　
　
　

近
年
の
大
雨
災
害
を
考
え
た
と

き
、
未
支
給
者
に
は
一
般
財
源
を
用
い

て
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　
　

市
長

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の

皆
様
に
は
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活

動
に
従
事
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

消
防
団
へ
の
装
備
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
も
の
は
備
え
る
べ
き
だ
と
認
識
を

し
て
い
る
し
、
過
去
に
も
対
応
を
図
っ

て
き
た
。
今
後
も
消
防
団
幹
部
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
優
先
順
位
的
に
必
要

な
も
の
は
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

前
田
　
邦
幸
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集

一
般
質
問

　市民の思いをもとに、どん
な公園にするか、どこにつく
るか、予算はどうするか、計
画を立てて、議会に提案する。

　市議会で決まったこ
とを受けて、新しい公
園をつくるために必要
な仕事を進める。

　市民の思いをよく聞
き、他のまちの良い公
園について調査・研究
するなどして、市長に
提言する。

　市長から出された計画
について細かく議論し、
新しい公園をつくること
を決める。

市　民

市　長 市議会

市民の思いを取り入れた
「新しい公園」が完成！

例えば、「新しい公園」が
　　　　　ほしい！と思ったら・・・

声 声

　伊万里市議会では、年に 4回（原則として 3月、6月、9月、12月）
の定例会が開かれており、また、必要に応じて臨時会が開かれます。
　市議会議員全員が出席し、議場において開かれる会議を「本会議」
といいます。一般質問も本会議で行います。
　本会議において提案された事項の内容を、いくつかのグループ
に分かれて、細かく詳しく審議する場を「委員会」といいます。

 ■ 総務委員会
財政、人事管理、庁舎管理、総合計画、企画、消防団、防災、
企業誘致、移住・定住、港湾、選挙に関することなど

 ■ 文教厚生委員会
児童福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、健康づくり、介護保険、保育園、
幼稚園、小中学校、給食センター、図書館、スポーツに関することなど

 ■ 環境建設委員会
農業、畜産、園芸、林業、水産業、公園、土木、河川、上下水道、ごみ処理、
交通、観光、国際交流、まちづくりに関することなど

３つの常任委員会 ： 各７名

本会議

　主に市長が、市で
行いたい事業などを
議会に提案して説
明し、議員が質疑
します。

委員会

　提案された内容に
ついて、更に詳しい
説明を受け、細かい
点まで議論します。

本会議

　委員会の話し合い
の結果を議会全体で
共有し、賛成か反対
かを議員の多数決で
決定します。

常に設置されている委員会を「常任委員会」といい、伊万里市議会では３つの常任委員会
が設置されています。必要に応じて設置される委員会は「特別委員会」といいます。
また、議会の運営に関して協議する「議会運営委員会」があります。

「市議会って何してるの？」に答えます。
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

特　
　

集 

一
般
質
問

　

今
年
４
月
17
日
、
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
深
浦
市
長
の

２
期
目
の
市
政
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
期
目
の

取
り
組
み
を
継
承
し
つ
つ
、
人
口
減
少
対
策
・
コ
ロ
ナ
対

策
を
は
じ
め
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
み
、

伊
万
里
市
を
輝
く
未
来
へ
と
導
く
道
を
切
り
開
い
て
い
く

と
２
期
目
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
選
挙
と
共
に
２
名
の
欠
員
が
あ
っ
た
市
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
元
職
の
２
名
の
方
が
当

選
さ
れ
議
員
定
数
の
21
名
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
市
議
会
と

し
て
も
市
長
と
共
に
、
伊
万
里
市
の
よ
り
良
い
未
来
に
向

け
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
を
は
じ
め
、
議

会
広
報
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
や

広
報
活
動
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
、
多
く
の
方

の
声
が
議
会
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
身
近
な
市

議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
前
田
敏
彦
）

広報広聴委員会
　（委 員 長）加藤　奈津実
　（副委員長）西田　晃一郎
　盛　　泰子　　川田　耕一
　山口　常人　　中山　光義　　
　前田　敏彦
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編
集
後
記

　市民の思いをもとに、どん
な公園にするか、どこにつく
るか、予算はどうするか、計
画を立てて、議会に提案する。

　市議会で決まったこ
とを受けて、新しい公
園をつくるために必要
な仕事を進める。

　市民の思いをよく聞
き、他のまちの良い公
園について調査・研究
するなどして、市長に
提言する。

　市長から出された計画
について細かく議論し、
新しい公園をつくること
を決める。

市　民

市　長 市議会

市民の思いを取り入れた
「新しい公園」が完成！

例えば、「新しい公園」が
　　　　　ほしい！と思ったら・・・

声 声

　伊万里市議会では、年に 4回（原則として 3月、6月、9月、12月）
の定例会が開かれており、また、必要に応じて臨時会が開かれます。
　市議会議員全員が出席し、議場において開かれる会議を「本会議」
といいます。一般質問も本会議で行います。
　本会議において提案された事項の内容を、いくつかのグループ
に分かれて、細かく詳しく審議する場を「委員会」といいます。

 ■ 総務委員会
財政、人事管理、庁舎管理、総合計画、企画、消防団、防災、
企業誘致、移住・定住、港湾、選挙に関することなど

 ■ 文教厚生委員会
児童福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、健康づくり、介護保険、保育園、
幼稚園、小中学校、給食センター、図書館、スポーツに関することなど

 ■ 環境建設委員会
農業、畜産、園芸、林業、水産業、公園、土木、河川、上下水道、ごみ処理、
交通、観光、国際交流、まちづくりに関することなど

３つの常任委員会 ： 各７名

本会議

　主に市長が、市で
行いたい事業などを
議会に提案して説
明し、議員が質疑
します。

委員会

　提案された内容に
ついて、更に詳しい
説明を受け、細かい
点まで議論します。

本会議

　委員会の話し合い
の結果を議会全体で
共有し、賛成か反対
かを議員の多数決で
決定します。

常に設置されている委員会を「常任委員会」といい、伊万里市議会では３つの常任委員会
が設置されています。必要に応じて設置される委員会は「特別委員会」といいます。
また、議会の運営に関して協議する「議会運営委員会」があります。

「市議会って何してるの？」に答えます。
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あなたは
選挙に行きましたか？

あなたは
選挙に行きましたか？

　こうして今、議会だよりをご覧になっているあなたは、きっと投票に行かれたことと思います。
　しかしながら、令和４年４月17日に行われた伊万里市長選挙及び伊万里市議会議員補欠選挙の
投票率は58.80％と過去最低でした。
　平成以降に行われた伊万里市の選挙の投票率を振り返ってみましょう。

いかがでしょう？あなたの年代の声は市政にどのくらい届いている
でしょうか。政治はみなさんの生活と密接に関わっています。
みなさんの声を届ける代表者を選ぶのが選挙です。

これから予定
されている選挙 12月　佐賀県知事選挙 ４月　佐賀県議会議員選挙

４月　伊万里市議会議員選挙

あなたの行動で、声かけで、下がり続ける投票率に「待った！」をかけてください。
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伊万里市議会議員 選挙投票率推移

年代によって人数は大きく異なりますので、
これを令和４年４月１日時点の人口に当て
はめると、選挙に行った人の割合はこの円
グラフのようになります。
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75.06
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72.54
68.69
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伊万里市長 選挙投票率推移

今回

ご覧の通り、投票率は下がる傾向にあります。
平成27年６月の法改正により、投票できる年齢が
18歳からに引き下げられましたが、今回の選挙の
年代別投票率はこのようになっています。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


